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１．研究計画の概要 
クリプト藻綱プラギオセルミス系統群
（Plagioselmis、Teleaulax, Geminigera）は、
本邦沿岸を含め世界中に海洋プランクトン
として極めて普遍的に存在しており、とき
に大増殖するのみならず、赤潮形成繊毛虫
Myrionecta および有毒渦鞭毛藻 Dinophysis
に取り込まれてその盗葉緑体となることが
明らかとなっており、生態学、水産学およ
び進化生物学的に極めて重要な生物群であ
る。しかし分類学的な研究はほとんど皆無
であることから、本研究ではプラギオセル
ミス系統群の系統分類学的研究を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
日本各地からプラギオセルミス系統群に属
すると思われるクリプト藻を単離し、これ
までに多数の株を作成した。ただし平成 22
年に事故等で一部の株が失われた。また重
複と思われる株を一部放棄した。これらの
株の中には Plagioselmis 様細胞と Teleaulax
様細胞が混在するものがあり、この 2 つの
属が同一種の異なる細胞相であることを示
唆している。またこれらの株の一部につい
て電子顕微鏡を用いて特にペリプラスト構
造の観察を行った。分子系統学的情報に関
しても一部取得した。 
 
３．現在までの達成度 
 
 ② おおむね順調に進展している。 
 

本課題の研究遂行において、以下の計画を
立てた。 
①日本各地で海水サンプルを採集し、プラギ
オセルミス系統群に属するクリプト藻を単

離し、培養株を多数作成する。 
②作成した株について光学顕微鏡および透
過型電子顕微鏡観察を行い、その形態的多
様性を把握する。 
③作成した株に関して分子系統学的情報
（18S rDNA, ITS 等）を取得し、プラギオ
セルミス系統群における系統関係、遺伝的
集団の認識。 
④形態および分子形質を総合してプラギオ
セルミス系統群における分類学的考察およ
び世代交代との関係考察。 
⑤Myrionecta および Dinophysis の盗葉緑体
とプラギオセルミス系統群の関係考察。 
 
現時点では、当初計画通り多数の培養株（重
複などを除いて約 60）の確立に成功した（①）。
形態学的情報および分子系統学的情報の取
得もおおよそ順調に進展しているが、株の
損失のため、一部使えなくなったデータも
ある（②、③）。また Plagioselmis 様細胞と
Teleaulax様細胞が同一種の異なる世代であ
ることを示唆する証拠も得られた（④）。総
合的に見ておおむね当初計画目標を達成で
きているものと考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後は、これまで集めた株における形態形質
取得の充実とともに、分子系統学的解析用の
塩基配列取得に努める。形態および分子情報
の結果を照らし合わせ、プラギオセルミス系
統群の系統分類学的とりまとめを行う。ま
た 分 子 情 報 か ら Myrionecta お よ び
Dinophysis の盗葉緑体に相当する系統の発
見に努める。 
 
 



５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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